










要約:61例のHTLV-Ⅰ抗体陽性妊婦(以下キャリア妊婦)の末梢血リンパ球(以下PBL)を分離,

短期培養(12日間)し,抗原発現率を観察した。さらにそれらを p40tax 抗体価および HTLV-

Ⅰ抗体価と比較検討することにより,ハイリスクキャリア妊婦の選択の可能性を検討した。

その結果,PBL の抗原発現率において 1.3%以下と低率を示す低率群 44 例(72.1%)と 5%以上

の高率を示す群 17 例(27.9%)に分かれた。それぞれの群と HTLV-Ⅰ抗体価の間に有意差は

認めなかったが,p40tax 抗体陽性率において低率群で 44 例中 18 例(40.9%)が,高率群では

17 例中 13 例(76.5%)が陽性であり両群間に有意差を認めた(P<O.05)。また両群より今回出

生した児の同胞の HTLV-Ⅰ抗体陽転率は,低率群で 38 例中 2 例(5.3%),高率群で 13 例中 5

例(38.5%)であり両群間に有意差を認めた(P<0.05)。以上のことから p40tax 抗体価により,

ハイリスクキャリア妊婦の選択の可能性が示唆された。 


